
6・7
Jun./Jul. 2015

The Young Women's Christian Association

www.kobe.ywca.or.jp

12015年 6月 1日

2015年度 神戸YWCA標語聖句　何事も愛をもって行いなさい（コリントの信徒への手紙16章 14節）

中野 夢
（染織家、沖縄YWCA会員）

　私は染織家として生計を立てながら琉球笛奏者として古典
や現代の音楽に関わって、今の沖縄に生きています。
　大阪生まれの私は京都で色を研究していました。色が溢
れ、色が価値を生む材料になり、時の権力者は色でその権力
を広くイメージ付けました。その根源的な色の世界を知り同
時に、人が色を初めて手に入れた感動を理解したいと思った
のです。そして小さな島に残された技術と布の切れ端に興味
が尽きぬまま、現在に至ります。また、伝統音楽は、確立し
た当時の人の自慢のメロディや願い事、伝えておきたい事象
などの明確な意思が感じられます。そのメロディに寄り添う
琉球笛は竹に穴を開けただけという原始的な楽器でありなが
ら、奏でる音の響きはどこか郷愁の念を抱かせ胸を打つので
す。それらを現地で学ぶことは、季節感や感情、光の感覚を
体験でき、今日まで技術を繋いでくれた土地への敬意を表し
ています。この仕事が沖縄という文化が次へ生きていくため
の一本の糸になることを期待して、日々向き合っています。
　沖縄で暮らす人にとって「辺野古」は聞かぬ日のないキー
ワードです。ですが、私の周囲の同世代は心の中で反対を思
いながら、高らかに声を上げることを迷っています。SNSな
どで自由な発言ができる一方、仕事や人間関係の中で正直な
発言ができない人も少なくありません。そのストレスは思考
停止を誘発し、「必要悪」という意味を違えた言葉を多用し

たり、「中立」というありもしない立場へと引きこもろうと
しているように見えます。それらは自分自身の思いを的確に
表現する言葉が見つからないだけなのかもしれません。しか
し選挙での圧倒的な答えは抑圧された中での精一杯の意思を
感じ感動すら覚えます。そして、沖縄の伝統を身につけるこ
と、それが沖縄を知らしめる布石となるかもしれぬ、そのし
たたかな思いは明らかに、私の抵抗の証なのです。
　沖縄に生きることは、誤解をおそれずに言えば、差別を受
ける側として暮らすことを前提として、アイデンティティを
確認させられる行為です。沖縄の「沖縄人ウチナンチュであ
る」というプライドは二面性をもっています。豊かな土地や
文化への誇らしい気持ちと、対本土「ヤマトンチュ」となっ
た時はある種の劣等感を避けるように差別化することで自身
を守るシェルターとしての役割があります。
　沖縄人でない私が伝統を継ぎ、沖縄の未来に意見すること
に、好意を抱く人もいれば危機感を抱く人もいます。基地運
動の中でも面と向かい「（活動する今は）日本人の力を利用す
るが、沖縄に返還されたら日本人は出て行ってほしい」と言
われたこともあれば、「ありがとう」と言われることもありま
す。どちらにせよ「よそ者なのに」という前提で行動を見ら
れていることにより必然的に意思を強く持つ癖がつきます。
　不思議なもので、日本本土に行くと、沖縄側に立った視点
の自分に気づきます。それは私が社会問題はその土地の立場
に立った視点が必要だと考えてきたという理由だけではない
でしょう。情報量の違いは明らかな問題意識の違いや偏見を
生んでいます。時折、心も知識もない言葉で傷つき、無意味
な論争となるのが切なくなります。批判しようとする人は何
もしていない自分への批判を避けるため、何もできないこと
を沖縄に責任転嫁します。「問題の根底はその問題を自分の
問題として考えきれない考え方にあるのだ」と、理解できな
いことにあるようです。
　これらの溝がともに一つの問題解決に向かうための副産物
であるならば、この差別や偏見を飲み込む勇気が必要なのか
もしれません。問題が解消へ動き出した時、信じ合える関係
となる活動を展開したいと願っています。
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東方キリスト教会の
歴史に学ぶ
「イスラム国」・「ユダヤ国」

　4 月 7 日、アフタヌーン・ティー
は、村山盛忠牧師を迎えて「中東
世界からの視点―『イスラム国』・
『ユダヤ国』のディアスポラ（難民
離散者）」を主題に中東におけるイ
スラム教とキリスト教の歴史的関
係を BC1300 年にさかのぼって学
び、ムスリムとキリスト教徒の歴史
過程で築き上げた「共生」の歩みを
知った。
　しかし、1948 年イスラエル建国
で 70 万以上のパレスチナ人が故郷
をなくし、難民になった。イスラエ
ルが西岸のパレスチナ自治区との境
界線に分離壁を建設、パレスチナ人
の村落は分断されてしまった。難民
となったパレスチナ人は故郷を訪問
することができない。
　過激派組織 IS やアルカイダの行為
は許されるものではないが、軍事力
で戦うのは対症療法でしかなく解決
には根源的な歴史背景を学ばねばと
感じた。
　日本政府のイスラエル寄りの外交
政策、軍事費協力などに、私たちは
目を向けていかねばならない。参加
者 54人。

（湯口 恵）

世界ＹＷＣＡデイ

　４月 18日（土）、今年も世界ＹＷ
ＣＡデイを祝って、世代の異なる 16
人が集まり、軽食会を行なった。　
　参加者にこれまでの活動、思いを
語っていただき、一緒に活動する仲
間として、お互いにリーダーシップ
を称え合い、思いを共有した。活動
歴が浅い会員が集まる国際相互支援
部にとって、毎年、この日は先輩方
と交流できる貴重な機会だ。女性の
地位が確立されていない時代に、活

　５月 16日（土）「神戸発！グロー
バルとは何？」というテーマで、
講師は読売テレビアナウンサー脇
浜紀子さん。第１部は「外向き志
向と現場主義で見つけた世界」。脇
浜さん自身が、沖縄での戦争体験
者や阪神淡路大震災の被災者への
取材等の現場で感じたことを通し
て、実際に体験することがグロー
バル化につながること、そして外
に目を向けて多様な価値観を持つ
ことの必要性を語られた。

　第２部は、神戸YWCA学院日本
語講師福井武司さんとの対談。日
本語教育における多文化交流と、
日本語を教える面白さについて大
いに話が盛り上がった。約 70人の
参加者は、神戸YWCAが初めての
方も多く、大盛況に終わった。

（桜井 かおり）

動のために信念をもって奔走した話
に驚かされた。今の時代でも難しい
ことがどうしてできるのか？まだま
だ知りたいことがたくさんあるが、
毎年タイムオーバーで終わってしま
うのが残念だ。
　先輩方の積み重ねてこられた歴史
を知って、これからの神戸ＹＷＣＡ
に繋がるように考える会になればい
いと思う。
国際相互支援部以外の会員の方もぜ
ひ、ご参加ください。

（小川 佐由理）
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神戸YWCA被災者支援プロジェクト

　赤城さんは福島市内にある高校の美
術教師だ。2011年の冬、ご家族で武
庫川セカンドハウスを利用してくだ
さったことが赤城さんとの出会いだっ
た。当時からツイッターにコメントと
写真を流しておられ、それらをまとめ
たものが、この写真集である。
　赤城さんの写真は、福島で今も進
行している「日常のなかの非日常」
を淡々と切り取っていく。押しつけ
がましさは全くなく、しかし怒りの
熱の高さに、見る側のこちらが声を
なくす。「あとがき」も赤城さんらし
さが溢れて必読。
　神戸 YWCA本館ロビーで取扱中。
ぜひお求めください！　 （西本 玲子）

 2015年度 運営委員担当表

● 運営委員会 鶴崎祥子
● キリスト教基盤部 野村春美
● 地域福祉部 谷合公江
● 国際相互支援部 西岡容子
● 平和活動部 斎藤明子
● 機関紙編集部 鶴崎祥子
● 被災者支援プロジェクト 斎藤明子
● 定期会員集会準備委員会 宮田泰子
● 次世代プロジェクト 未定
● バザー実行委員会 谷合公江
● 会員ケア委員会 鶴崎祥子
＊井上序子運営委員は都合により辞任。

オープンした神戸YMCAファミリー
ウェルネスセンターが会場となった。
参加者は 98人。
　坂口新伝道師（日本基督教団神戸
聖愛教会）が、アイドルグループの

楽曲になぞらえた「会いたかった、
イエス！」という説教題でメッセー
ジをしてくださった。復活したイエ
スに「会いたかった」という思いを
新たにする時となった。

（野村 春美）

Peace Bridge
（ピース・ブリッジ）

　今年立ち上げた「ピース・ブリッジ」
は、様々な「平和の橋」を架けたい
と願って活動している。
　まずは世代間の橋を！と、若い人
から話を聞くことから始めているが、
５月は国際協力の仕事でパレスチナ
に赴任される方の話を聞いた。そし
て、６月は「NGO間の橋」を、との
思いで、被災地 NGO恊働センター
と協力して会を持つ予定である。被
災者支援で活躍されている増島智子
さんから話をうかがう。皆さんもぜ
ひご参加くださいね。　 （寺沢 京子）

日時：６月26日（金）18時30分～
場所：被災地NGO恊働センター

イースター早天礼拝
　4 月 5 日、 今 年も神戸 YMCA/
YWCA合同のイースター早天礼拝が
もたれた。当日、雨天のため、例年
の東遊園地に代わって、昨年新しく

日時：６月26日（金）18時30分～
場所：被災地NGO恊働センター

イースター早天礼拝



4 2015年 6月 1日発行所　神戸YWCA　発行人　鶴崎 祥子　〒 651-0093 兵庫県神戸市中央区二宮町 1-12-10　tel. 078-231-6201

運営委員会報告
（4月）【報告】理事会報告【議
事】2015 年度の運営委員会
の働きについて▶今年度プロ
グラム確認▶定期会員集会を
終えて
（5月）【報告】理事会報告▶ネ
パール大地震募金開始につい
て　
【議事】グループオリエンテー
ションについて　 （宮田 泰子）

理事会報告
　3月 24 日（火）2014 年度
第 5回理事会開催。出席理事
6 人、監事 2 人。2015 年度
事業計画案と予算案等を決議。
　５月 26 日（火）第 6 回理
事会開催。出席理事 5人、監
事 2 人。2014 年度事業報告
及び決算報告承認、他。

（寺内 真子）
新入会員

土岐 淑子                （敬称略）

賛助員
井上 たみ　井上 力　雀部 明子
千川 信子　三浦 哲朗
渡辺 敏夫　　　　　 （敬称略）

編集後記
　季節は夏に向かおうとして
いるが、日本社会は冬に ! 女性
の声で春を取り戻そう !

（I・Y）

神戸ＹＷＣＡ月刊紙広告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成 20090402

● わいわい科学クラブ（小学生対象）
 理科実験工作教室が変わりました !ゆっくりじっく
り科学で遊べるよう、本館では2部制になりました。
分室では、ものづくりをして、できあがったら楽し
んで、次の人と交替。1回あたり10人ほどの3部制
にします。小学生のみなさん、わいわい科学クラブ
でいっしょにやってみませんか?
ボランティアサポーターも募集しています！
6 月 20 日（土） 11 時 45 分～ 12 時 45 分

「電気パンと<あっという間のゼリー>をつくろう 」
場所　神戸 YWCA 分室
7 月 18 日（土） 

「ドライアイスの実験をたのしもう 2015」
場所　神戸 YWCA 本館
① 10 時～ 11 時 30 分② 13 時～ 14 時 30 分 

　　　神戸YWCAへの
　　　おさそい

学院だより
　歴史ある神戸YWCAの日本
語教育、また公益財団法人と
して現在行なっている日本語
の事業を一人でも多くの方に
知っていただきたいと、広報
に努めている。日本語教師養
成コースでは、5月 16日、ア
ナウンサー脇浜紀子さんのご
協力を得て、講演会および対
談イベントを開催した。
　日本語コースでは、昨年に引
き続き、文化庁委託事業として、
地域在住外国人のための無料講
座「生活のための基礎日本語講
座」を6月15日から開講予定。
また、日本人向け「やさしい日
本語」普及活動、共生を目指す
地域でのイベントなどの企画も
動き出している。
　子育て中の外国人ママのた
めのプログラムも継続中。
　8月 3 日から 3週間、外国
にルーツを持つ子どもたちの
ための「勉強に役立つ日本語」
クラスを開講予定である。月
1回の子どもたちの居場所づ
くり、毎週土曜日の学習支援
も引き続き行なっている。多
くの子どもたちに日本語を学
ぶ機会を提供するために、今
年度もみなさまの寄付による
ご支援をお願いいたします。

（斎藤 明子）

まごの手だより
　昨年に引き続き、神戸市か
ら中央区と灘区を委託されて
いる産後ホームヘルプサービ
スは、昨年度１か月平均の
利用者が 10 人、利用時間は
63.3 時間だった。
　産後ヘルプは体調不良の母
親が対象で、双子や、うつ病
やシングルマザーの方の利用
も多い。規定の 10 回終了後、
自費での継続も増えている。
養育困難で生活や乳児の成長
に支障をきたすと養育支援ヘ
ルパー派遣が市から決定され
る。０件の年もあったが、昨
年からは３件ある。
　急に依頼が入るのでヘル
パーの手配をするのは大変だ
が、核家族の現状、孤立して
いる母親の支援をするのはと
ても大事な仕事だと思う。
（まごの手産後ヘルパー
コーディネーター・藤原道子）

分室だより
　分室で毎日活動している「わ
いわいランチ」、先日のメニュー
は鮭の塩麹焼き、若竹と蕗煮、
鶏ミンチだんごのあんかけ、た
けのこごはん。季節感がいっぱ
いである。調理のスタッフが一
から手作りしたものを美しく詰
めて配達するのは、ボランティ

アである。活気あふれる「わい
わいランチ」だが、最近配食数
が減っている。
　高齢者だけでなく食事で
困っている人に家庭の味のお
いしいお弁当を届けたいと
願っている。ランチの配達につ
いて、詳しくは分室へお問い合
わせください。　　（大江 雅子）

（注）場所の記載のないものはすべて神戸 YWCA会館

要申し込み。
参加費　1 回 200 円

● 文学講座
『徒然草』を読む
6 月 16 日（火）・7 月 21 日（火）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
講師 笠原芳光さん（京都精華大学名誉教授）
参加費 1,500 円（1 回）

●7 月のアフタヌーン・ティー
「憲法前文より憲法 9 条を考える」
7 月 7 日（火）
13 時 30 分～ 16 時
講師 熊野勝之さん（弁護士）
参加費 800 円


